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この製品は、関連するEU規制に適合しています。詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

このマシンにテレマティクスデバイスが装備されている
場合、Toro認定代理店にお問い合わてデバイスをアク
ティベートしてください。

電電電磁磁磁適適適合合合性性性認認認証証証

国国国内内内 このデバイスはFCC規則の付則15に準拠しています。動
作には次の2つの条件が適用されます。(1) このデバイスは有害
な干渉を引き起こしてはならない、(2) このデバイスは、望ましく
ない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信する可能
性のあるあらゆる干渉を受け入れる必要がある。

FCC ID: APV-2630MB

IC: 5843C-2630MB

この機器はテストされ、FCC規則の付則15に従ってクラスBデジ
タルデバイスの制限内に準拠していることが確認されています。
これらの制限は、住宅設備における有害な干渉に対する合理的
な保護を提供するように作られています。この機器は無線周波数
エネルギーを生成、使用、および放射する可能性があるため、
指示に従って設置および使わないと、無線通信に有害な干渉を
引き起こす場合があります。ただし、特定の設置環境で干渉が
発生しないという保証はありません。この機器がラジオまたはテ
レビの受信に有害な干渉を引き起こすかどうかは、機器の電源
をオフにしてからまたオンにすることで判断できますが、ユーザー
は次のいくつかの手段で干渉を解決することをが推奨されます。

• 受信アンテナの向きや位置を変更する。

• 機器と受信機の間の距離を離す。

• 受信機が接続されている電源回路とは別の回路のコンセ
ントに機器を接続する

• 販売店または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に相談する。
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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使用用用
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はははじじじめめめににに
この機械は乗用型の作業用機械であり、専門業務に従
事するプロのオペレータが運転操作することを前提とし
て製造されています。これは主に、よく整備されたゴル
フコースや商業施設のバンカーの整地用に設計されてい
ます。このマシンは本来の目的から外れた使用をする
と運転者本人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー
ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルににに QR コココーーードドドがががつつついいいててていいいるるる
場場場合合合ははは、、、スススマママーーートトトフフフォォォンンンやややタタタブブブレレレッッットトトでででスススキキキャャャンンンすすするるる
ととと、、、製製製品品品保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセススス
ででできききままますすす。。。

g339454

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。

g000502

図図図 2
危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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マシンを持ち上げる........................................22
潤滑 ..................................................................... 23
グリスアップを行う .........................................23
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エンジンの安全事項 .......................................24
エンジンオイルの仕様 ....................................24
エンジンオイルの量を点検する .........................24
エンジンオイルとフィルタの交換 ........................25
エアクリーナの整備........................................25
点火プラグの交換 .........................................26
燃料系統の整備 ................................................... 27
燃料フィルタの交換........................................27
カーボンキャニスターフィルターの交
換............................................................27

電気系統の整備 ................................................... 28
電気系統に関する安全確保.............................28
救援バッテリーによるエンジンの始
動............................................................28

ヒューズの交換 .............................................29
バッテリーの保守 ..........................................29
走行系統の整備 ................................................... 29
タイヤ空気圧を点検する .................................29
ホイールナットのトルク締めを行う ......................29
移動走行速度の調整 .....................................30
制御系統の整備 ................................................... 30
昇降レバーの調整 .........................................30
油圧系統の整備 ................................................... 31
油圧系統に関する安全確保.............................31
油圧ラインとホースの点検 ...............................31
油圧作動液の仕様 ........................................31
油圧オイルの量を点検する..............................32
油圧フィルタの交換........................................33
油圧オイルの交換 .........................................34
洗浄 ..................................................................... 35
作業後の洗浄と点検 ......................................35
オイルクーラを清掃する ..................................35

保管 ........................................................................ 35
マシンの準備を行う........................................35
エンジンの整備 .............................................35
バッテリーの準備 ..........................................36

安安安全全全にににつつついいいててて
安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は人身事故を引き起こす能力がある。重大
な人身事故を防ぐため、すべての注意事項を厳守し
てください。

• エンジンを始動する前に、この取扱説明書の内容
を読んで理解してください。この製品を使用する人
すべてが製品を良く知り、警告の内容を理解して
ください。

• このマシンを運転する時は常に十分な注意を払って
ください。運転中は運転操作に集中してください注
意散漫は事故の大きな原因となります。

• マシンの可動部の近くには絶対に手足を近づけな
いでください。

• ガードなどの安全保護機器が正しく取り付けられて
いない時は、運転しないでください。

• マシンが動いている間は、周囲の人からそれを
遠ざけてください。

• 作業場所に子供を近づけないでください。子供に運
転させないでください。

• マシンの修理や燃料補給を行う前に、マシンを停
め、エンジンを停止してください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください「注意」、「警告」、および「危険」の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal93-7272

93-7272

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

decal93-9051

93-9051

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

4
 



decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal138-9101

138-9101

1. 整備作業を始める前に、オペレーターズマニュアルを読むこと。

5
 



decal108-8484

108-8484

1. アタッチメントのコントロール 5. 駐車ブレーキ
2. アタッチメント降下位置 6. PTO 切
3. アタッチメント上昇位置 7. PTO 入
4. アタッチメント、フロート位
置にロック

decal133-8062

133-8062
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decal137-3387

137-3387

1. ライト 10. トラクションコントロール -前進、ニュートラル、後退
2. エンジン停止 11. 警告オペレーターズマニュアルを読むこと。
3. エンジン 作動 12. 警告講習を受けてから運転すること。
4. エンジン ― 始動 13. 警告 聴覚保護具を着用のこと。
5. チョーク - オン 14. マシンに押しつぶされる危険があり—周囲の人を近づけない

こと。

6. チョーク - オフ 15. ドライブシャフトに絡まる危険、表面が高温/火傷の危険—
カバーを取り外さないこと。

7. 高速 16. 転倒の危険—斜面では運転しないこと。曲がるときにはゆっ
くり運転すること。高速で走行しているときには急に曲がら
ないこと。

8. 低速 17. 警告—マシンを斜面に駐車しないこと。マシンを平らな面に駐
車し、エンジンを停止し、キーを抜いてからマシンを離れると。

9. 作動油にに関する情報については、取扱説明書を読んでくだ
さい。

18. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと このマシンを牽引
しないこと。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ハンドル 1
ウレタン製カラー 1
ワッシャ 1
ロックナット 1

1
ハンドルのカバー 1

ハンドルを取り付けます。

2 運転席 1 運転席を取り付けます。

ボルト¼" x ⅝" 23 ロックナット¼" 2 バッテリーを取り付けます

4 必要に応じた前ウェイトキット – 必要に応じてフロントウェイトを取り付け
る。

製造年デカル 15 CE 用ステッカー 1 製造年デカルとCEデカルを貼り付ける。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1
エンジンマニュアル 1 運転をする前にオペレーターズマニュアルを読んでください。

認証証明書 1 欧州規格CE適合証明書です。

キー 2 エンジンを掛ける。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 出荷用のブラケットやとめ具類はすべて取り外して破棄してください。
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1
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 ウレタン製カラー

1 ワッシャ

1 ロックナット

1 ハンドルのカバー

手手手順順順
1. 前輪をまっすぐ前方に向ける。
2. ウレタン製カラーを、径の小さい方からステアリ

ングシャフトにはめ込む 図 3。

g025723

図図図 3

1. ウレタン製カラー 4. ナット

2. ハンドル 5. ハンドルのカバー
3. ワッシャ

3. ハンドルをステアリング シャフトにはめ込む (図
3)。

4. ハンドルをステアリングシャフトにはめ込み、ワッ
シャとロックナットで固定する図 3。

5. ロックナットを 2735Nm 5668kg.m = 2026ft-lbに
トルク締めする。

6. ステアリングハンドル用のカバーをハンドルの所
定位置に押し込むようにして取り付ける図 3。

2
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転席

手手手順順順
1. シートをクレートに固定しているラグボルトを取り
外して廃棄する。

2. 輸送用ブラケットからナットを外し、ブラケットを廃
棄する。ナットは保管しておくこと。

3. 前に取り外したナット4個を使ってシートをシート
ベースに固定する。図 4を参照かた。

g334906

図図図 4

1. 運転席 4. フランジナット
2. シートスイッチ 5. 車両のワイヤハーネス
3. シートボルト

4. マシンのワイヤーハーネスを見つけて、シートス
イッチに接続する図 4。

5. ケーブルタイを使ってワイヤーハーネスをシー
トベースに固定する。
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3
バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 ボルト¼" x ⅝"

2 ロックナット¼"

手手手順順順
1. バッテリーを右ホイールの後ろのトレイにセットし、

マイナス端子はマシンの後方に向ける (図 5)。

g351419

図図図 5

1. バッテリー 3. マイナス端子
2. プラス端子 4. 上押さえ棒

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの配配配線線線経経経路路路ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

2. ボルト1/4 x 5/8 インチとロックナットで、赤いプ
ラス+ケーブルをバッテリーのプラス+端子に固
定する図 6。

g351421

図図図 6

1. 細い黒ケーブル 3. マイナス-ケーブル
2. プラス+ケーブル

3. ボルト1/4 x 5/8 インチとロックナット1/4 インチで、
細い黒ワイヤと黒いマイナスケーブルをバッテ
リーのマイナス端子に固定する図 6。

4. 端子部分にはワセリンを塗布して錆を防止する。
5. ショート防止のために端子にゴムキャップをか

ぶせる。

6. バッテリーの上押さえ棒を両サイドの押さえ棒に
取り付け、ワッシャと蝶ナットで固定する。
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4
フフフロロロンンントトトウウウェェェイイイトトトののの取取取りりり付付付けけけ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

– 必要に応じた前ウェイトキット

手手手順順順

このマシンは、ANSI B71.4-2017規格に適合していま
す。ただし、マシンにアタッチメントを取り付けると、
規格に準拠するために追加のウェイトが必要になる場
合があります。

1. 下の表で、必要なウェイトの組み合わせをご確
認ください。必要なパーツを弊社代理店からご購
入ください。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトト 必必必要要要なななウウウェェェ
イイイトトト

ウウウェェェイイイトトトキキキッッットトト キキキッッットトト数数数量量量

スパイカキット

ラーングルーマ
23kg 部品番号 100-6442 1

注注注 モデル08745マシンの場合、マシンにフロント
リフトフレームキットが装備されている場合は、
ウェイトキットをインストールしないでください。

2. ウェイトキットを取り付ける。ウェイトキットの取り
付け手順を参照してください。

5
製製製造造造年年年デデデカカカルルルとととCEデデデカカカルルルををを貼貼貼
りりり付付付けけけ

CE 適適適合合合ののの場場場合合合

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 製造年デカル

1 CE 用ステッカー

手手手順順順

製造年デカールとCEデカールを、マシンの (図 7)に示
された領域に貼り付ける。.

g339442

図図図 7

1. ここに製造年デカールを貼り付ける。
2. ここにCEデカールを貼り付ける。
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製製製品品品ののの概概概要要要

g012207

図図図 8

1. 燃料タンクのキャップ 3. コントロールパネル 5. エアクリーナ 7. ハンドル

2. 走行停止ペダル 4. 駐車ブレーキレバー 6. 油圧オイルタンクのキャップ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル図 9には、マシンを前進させる、後進させ
る、そしてマシンを停止させるという3つの機能がありま
す。右足のつま先でペダル前部を踏み込むと前進、
かかとでペダル後部を踏み込むと後退ですが、前進
中に後退側へ踏むと素早く停止することができます図
10。ペダルをニュートラル位置にすると車両は停止し
ます。ペダルから足をはなすだけでもニュートラル位
置となります。

重重重要要要 マママシシシンンンををを前前前進進進さささせせせるるるととときききははは、、、かかかかかかとととをををフフフッッットトトレレレススストトト
ににに乗乗乗せせせてててくくくだだださささいいい。。。走走走行行行ペペペダダダルルルののの逆逆逆側側側のののパパパッッッドドドにににかかかかかか
とととををを乗乗乗せせせななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

g002708

図図図 9

1. 走行停止ペダル

g002709

図図図 10

12
 



走行速度はペダルの踏み込み具合に比例します。速
度を最大にするには、スロットルが高速位置にあるとき
にペダルを目一杯踏み込みます。最大パワーを得る場
合、または坂を登る場合は、スロットルを高速位置にし
てペダルを軽く押し、エンジン回転数を高く保ちます。
エンジンの回転数が落ちはじめたら、ペダルの踏み込
みを少しゆるめてやるのがコツです。

重重重要要要牽牽牽引引引力力力ををを最最最大大大にににすすするるるにににははは、、、スススロロロッッットトトルルルををを高高高速速速位位位置置置
にににししし、、、走走走行行行ペペペダダダルルルををを軽軽軽くくく押押押しししままますすす。。。

重重重要要要最最最高高高速速速度度度ははは、、、作作作業業業現現現場場場間間間ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににのののみみみ
使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

取取取りりり付付付けけけ式式式まままたたたははは牽牽牽引引引式式式のののアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトををを使使使ううう場場場合合合
ははは、、、最最最高高高速速速度度度にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが下下下げげげ操操操作作作位位位置置置にににあああるるる状状状態態態でででマママシシシ
ンンンををを後後後退退退操操操作作作しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトががが重重重大大大ななな
損損損傷傷傷ををを受受受けけけるるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

エンジンの始動と停止に使用する始動スイッチ (図 11)
には、オフ、オン、およびスタートの3つの位置がありま
す。キーを時計回りにスタート位置まで回してスターター
モーターを起動します。エンジンが始動してキーを放す
と、キーがオンの位置に移動します。エンジンを停止す
るには、キーを反時計方向にオフの位置に回します。

g002710

図図図 11

1. 始動キー 3. チョークコントロール
2. スロットルコントロール

チチチョョョーーークククコココンンントトトロロローーールルル

冷えたエンジンを始動するには、チョークコントロール
()図 11 を閉位置まで動かしてキャブレターチョークを閉
じます。エンジンが始動したら、エンジンがスムーズに
回転を続けられるように調整してください。できるだけ
早く、チョークを開位置まで下げます。エンジンが温か
い時にはチョーク操作は不要です

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール図 11は、キャブレタのスロットル
リンクを操作するレバーです。コントロールには低速と
高速の2つの位置があります。この2つの位置の間で、
エンジンの回転数を変化させることができます。

注注注 スロットルコントロールを使ってエンジンを停止する
ことはできません。

昇昇昇降降降レレレバババーーー

昇降レバー図 12を引き上げるとアタッチメントが上昇
し、押し下げると下降します。フロート位置にする場
合は、レバーをデテント位置に移動します。希望の位
置に達してレバーを放すと、レバーはニュートラルに
戻ります。

g002711

図図図 12

1. 昇降レバー 4. フロント昇降コントロールオ
プション

2. 駐車ブレーキ 5. 後部リモート油圧コントロー
ルオプション

3. アワーメータ

注注注本機の昇降システムには、ダブルアクションシリン
ダを採用しています。そのため、必要に応じてアタッチ
メントに下向きの圧力をかけることができます。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

駐車ブレーキレバー 図 12を後ろに引くとブレーキがか
かります。レバーを前に倒すと解除となります。

注注注駐車ブレーキを解除するには、走行ペダルをゆっく
りと前後に回す必要がある場合があります。

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ図 12は左側コントロールパネルにあって
本機の稼働時間を積算表示します。アワーメータは始
動スイッチをON位置にすると作動を開始します。
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座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の横についているレバー(図 13)を前に引いて運
転席を希望の位置に動かし、その位置でレバーから手
を離すと運転席が固定されます。

g335735

図図図 13

1. 座席調整レバー

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

長期間保管する場合や搬送する場合には燃料バルブ
図 14を閉じておく。

g002713

図図図 14

1. 燃料バルブ

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があり
ます。

幅アタッチメントを含めない 148cm

幅レーキ08751を装着時 191cm

長さアタッチメントを含めない 164cm

高さ 115cm

ホイールベース 109cm

低アイドルエンジン回転数 1,650 1,850rpm

高アイドルエンジン回転数 3,350 3,450rpm

純重量

モデル 08703 452 kg (996 lb)

モデル 08705 461 kg (1,017 lb)

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそ
ろっており、マシンの機能をさらに広げることができ
ます。詳細は弊社の正規サービスディーラ、または
代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとアクセ
サリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアク
セサリを御使用になると危険な場合があり、製品保証を
受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対
に運転や整備をさせないでください地域によってはマ
シンのオペレータに年齢制限を設けていることがあり
ますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなど
の安全装置が正しく機能しているか、また安全カ
バーなどが外れたり壊れたりしていないか点検して
ください。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず、各部やボルト・ナット類の点検を
行ってください。磨耗・破損している機器やボルト
類は交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ
い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、マシンや燃料
容器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分
に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる
• 燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量25 リットル
• 使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料:
– 機械の性能を最も良く発揮させるために、オクタ
ン価87以上の、きれいで新しい購入後30日以
内無鉛ガソリンを使ってくださいオクタン価評価
法は(R+M)/2 を採用。

– エタノールエタノールを添加10% までしたガソリ
ン、MTBEメチル第3ブチルエーテル添加ガソ
リン15% までを使用することが可能です。エタ
ノールとMTBEとは別々の物質です。エタノー
ル添加ガソリン15%添加=E15は使用できませ
ん。エタノール含有率が 10% を超えるガソリン
たとえば E15含有率 15%、E20含有率 20%、
E85含有率 85%は絶対に使用してはなりませ
ん。これらの燃料を使用した場合には性能が十
分に発揮されず、エンジンに損傷が発生する恐
れがあり、仮にそのようなトラブルが発生しても
製品保証の対象とはなりません。

– メタノールを含有するガソリンは使用できませ
ん。

– 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬越しさせな
いでください。冬越しさせる場合には必ずスタビ
ライザ品質安定剤を添加してください。

– ガソリンにオイルを混合しないでください。

重重重要要要 エエエタタタノノノーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系のののスススタタタビビビララライイイザザザははは
ごごご使使使用用用にににななならららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。アアアルルルコココーーールルル系系系のののスススタタタ
ビビビララライイイザザザエエエタタタノノノーーールルルまままたたたはははメメメタタタノノノーーールルルををを基基基材材材とととしししたたたももも
のののははは使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

1. 燃料タンクのキャップ図 15の周囲をきれいに拭
く。

2. 燃料タンクのキャップを取る。
3. タンクの天井給油口の根元から約2.5cm下まで燃
料を入れる。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

g027112

図図図 15

1. 燃料タンクのキャップ

4. 給油が終わったらキャップを締める。
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5. こぼれたガソリンは火災防止のためにすぐに拭
き取る

重重重要要要 メメメタタタノノノーーールルル、、、メメメタタタノノノーーールルル添添添加加加ガガガソソソリリリンンン、、、10以以以
上上上のののエエエタタタノノノーーールルルををを添添添加加加しししたたたガガガソソソリリリンンンなななどどどははは本本本機機機ののの
燃燃燃料料料シシシススステテテムムムををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。ガガガソソソリリリンンンにににオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

運運運転転転前前前ののの点点点検検検
毎日、運転前に以下の点検を行ってください

• インタロックシステムを点検する (ページ 16)
• エンジンオイルの量を点検する (ページ 24)
• タイヤ空気圧を点検する (ページ 29)
• 油圧ラインとホースの点検 (ページ 31)
• 油圧オイルの量を点検する (ページ 32)
• マシンを操作する前に、温度が -6.7度C以上であ
ることを確認してください。さもないと、メイン牽引ポ
ンプが損傷する場合があります。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムををを点点点検検検すすす
るるる

注注注意意意
イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりりこここれれれををを取取取りりり
外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいいこここととと。。。

• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検ししし、、、
不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるるこここととと。。。

インタロックシステムは、走行ペダルがニュートラル位
置にない限りエンジンが始動クランキングもできないよ
うにする安全装置です。また、運転席に着席していな
いのに走行ペダルが前進方向や後退方向に踏み込ま
れた場合にもエンジンを停止させます。

重重重要要要 牽牽牽引引引ユユユニニニッッットトトにににリリリアアアリリリモモモーーートトト油油油圧圧圧キキキッッットトトモモモデデデルルル
08781、、、まままたたたははは油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチキキキッッットトトモモモデデデルルル08783のののいいいずずず
れれれかかかががが取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいるるる場場場合合合ははは、、、追追追加加加のののイイインンンタタターーー
ロロロッッッククク条条条件件件がががああありりりままますすす。。。

リリリモモモーーートトト油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチをををオオオンンンにににすすするるるとととマママシシシンンンははは始始始動動動ししし
ななないいい。。。

油油油圧圧圧スススイイイッッッチチチがががオオオンンンののの状状状態態態でででマママシシシンンンががが作作作動動動しししててていいいるるる場場場
合合合、、、オオオペペペレレレーーータタターーーががが座座座席席席ををを離離離れれれるるるとととマママシシシンンンははは停停停止止止すすするるる。。。

1. 周囲に人や障害物のない場所へ車両を移動させ
る。エンジンを停止する。

2. 着席し、駐車ブレーキを掛ける。
3. 走行ペダルをそれぞれ前進・後退側に踏み込ん

だ状態でエンジンを始動させてみる。

注注注 クランキングする場合はインタロックスイッチ
が故障しているので修理が必要である。すぐに
修理を行う。

クランキングしなければインタロック装置は正常
に機能している。

4. 着席したまま、ペダルをニュートラル位置にお
いて、駐車ブレーキを掛けた状態で、エンジン
を掛ける。

5. 運転席から立ち上がって、走行ペダルを踏み
込む。

注注注 エンジンが 3秒以内に停止すれば正常であ
る。正しく作動しない場合には修理する。
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運運運転転転中中中ににに
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責
任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をする目の保護具、すべりに
くく安全な靴、長ズボン、聴覚保護具を着用してく
ださい。長い髪は束ねてください。垂れ下がるよう
な装飾品は身に着けないでください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• 絶対に人を乗せないでください。また、作業中は周
囲から人やペットを十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• ぬれた芝の上での運転は避けてください。接地力
が落ちてスリップする危険が高くなります。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 段差や溝、大きく盛り上がった場所の近くなどでは
運転しないでください。万一車輪が段差や溝に落ち
たり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒
し、非常に危険です。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときには運転を停止して全体をよく点検してくだ
さい。異常を発見したら、作業を再開する前にす
べて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 排気ガスが充満するような締め切った場所では絶対
にエンジンを運転しないでください。

• エンジンを掛けたままで絶対に機体から離れないで
ください。

• 運転位置を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– アタッチメントを降下させる。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

• 落雷の危険がある時には運転しないでください。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• 必要に応じて、作業現場に事前に水を撒くなどして
ほこりを抑制するようにしましょう。

• アクセサリ、アタッチメント、交換部品は、必ずトロ
の純正品をお使いください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面での運転についてルールや手順を決めておき
ましょう。その際、各刈り込み現場の実地調査を行
い、それぞれの斜面の角度が機械の乗り入れに安
全な範囲にあるかどうかを調べてください。この調
査においては、常識を十分に働かせてください。

• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは
重大な人身事故につながります。斜面での安全運
転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面では、運転速度を落としてください。

• 斜面での作業に自信が持てない時は、作業を行
わないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えない
障害に警戒を怠らないでください。不整地では機体
が転倒する可能性があります。深い芝生に隠れて
障害物が見えないことがあります。

• 斜面で停止や速度変更をしなくて済むように、十分
に低速で走行してください。

• タイヤが走行力を維持していても転倒する場合が
あります。

• ぬれた芝の上での運転は避けてください。ブレーキ
の機能に関係なく、タイヤが走行力を失う可能性
があります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。

• 斜面では動作も運転操作もゆっくりと行うことが原
則です。走行速度や走行方向を突然変えないで
ください。

• 段差、溝、盛り土、水などの近くに乗り入れない
でください。万一車輪が段差や溝に落ちたり、地
面が崩れたりすると、機体が瞬時に転倒し、非常
に危険です。必ず安全距離車幅の2倍を確保して
ください。
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エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動ととと停停停止止止
1. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュートラル
位置にあることを確認して駐車ブレーキを掛ける。

2. チョークを前に倒してON位置にしエンジンが冷
えている時、スロットル レバーは SLOW 位置
にセットする。

重重重要要要外外外気気気温温温ががが氷氷氷点点点下下下のののととときききににに運運運転転転すすするるる場場場合合合ににに
ははは十十十分分分にににウウウォォォーーームムムアアアッッップププををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ
ににによよよりりり、、、ハハハイイイドドドロロロスススタタタッッットトトととと油油油圧圧圧走走走行行行回回回路路路ををを保保保護護護
すすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

-6.7度度度C未未未満満満ののの温温温度度度ででではははマママシシシンンンををを操操操作作作しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。メメメイイインンン走走走行行行ポポポンンンプププががが損損損傷傷傷すすするるる場場場合合合がががあああ
りりりままますすす。。。

3. キーを差し込んで START 位置に回してエンジ
ンを始動する。エンジンが始動したら、キーか
ら手を離す。

注注注 エンジンがスムーズに回転を続けられるように
チョークを調節する。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタををを10秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで使使使用用用
すすするるるとととオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトすすするるる危危危険険険がががああありりりままますすす10秒秒秒
間間間連連連続続続ででで使使使用用用しししたたたららら60秒秒秒間間間ののの休休休止止止時時時間間間をををとととっっっててて
くくくだだださささいいい。。。

4. エンジンを停止させるには、スロットル コントロー
ルを低速位置にし、キーをOFF位置に回す。

注注注事故防止のため、キーは抜き取っておく。

5. 長期間保管する場合には燃料バルブを閉じて
おく。

注注注意意意
エエエンンンジジジンンンををを掛掛掛けけけたたたままままままでででののの点点点検検検ははは人人人身身身事事事故故故
ののの危危危険険険がががあああるるる。。。

機機機体体体ののの点点点検検検ををを行行行ううう前前前ににに、、、機機機械械械ののの可可可動動動部部部ががが
すすすべべべててて完完完全全全ににに停停停止止止しししててていいいるるるここことととををを必必必ずずず確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
新しいエンジンが本来の出力を発揮できるようになるま
でには多少の時間が掛かります。また、走行・駆動系
統も、新しいうちは摩擦抵抗が大きく、エンジンに余分
な負担を掛ける傾向があります。

したがって、運転開始直後の8時間を慣らし運転期間と
してください。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼性を確
保する上で非常に重要ですから、各機能や動作を入念
に観察し、小さな異常でも早期に発見・解決しておいて
ください。また、この期間中はオイル漏れや部品のゆ
るみの点検を頻繁におこなってください。

運運運転転転操操操作作作ににに慣慣慣れれれるるる
アタッチメントの操作については、アタッチメントに付属
しているオペレーターズマニュアルを参照してください。

サンドプロは他の作業用車両とは異なった運転特性を
もっていますから、操作になれるまで十分練習をしてく
ださい。特にトランスミッションとエンジン速度との関係
に関してつの点を理解し、その特性に慣れてください。

一定のエンジン速度を維持するには、走行ペダルを
ゆっくり踏みます。これにより、エンジンの回転を安定
に維持することができるようになります。ペダルを急に
踏み込んでエンジンの回転速度が下がると十分なトル
クが得られなくなります。パワー」が欲しい時には、走
行ペダルの踏み込みを「小さく」して、走行速度を下
げる必要があります。スロットルはFAST位置で使用しま
す。これとは逆に、同じスロットル位置FASTで、走行
ペダルをゆっくり、しかし「いっぱいに」踏み込めば、
速度」は最高となりますが、パワーは低くなります。い
ずれにせよ「常にエンジンをフル回転させてやること」
が油圧装置から最大トルクを引き出すコツなのです。

注注注意意意
転転転倒倒倒ややや転転転落落落なななどどどののの事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、運運運転転転操操操
作作作ははは集集集中中中しししてててててていいいねねねいいいににに行行行っっってててくくくだだださささいいい

• サササンンンドドドバババンンンカカカーーーへへへののの出出出入入入りりりははは慎慎慎重重重ににに行行行ううう。。。

• 特特特ににに、、、溝溝溝ややや小小小川川川なななどどどののの近近近くくくでででははは十十十二二二分分分ののの注注注
意意意ををを払払払ううう。。。

• 急急急ななな斜斜斜面面面ををを走走走行行行すすするるる場場場合合合にににははは安安安全全全ににに特特特ににに注注注意意意
すすするるる。。。

• 小小小さささななな旋旋旋回回回をををすすするるる時時時ややや斜斜斜面面面ででで旋旋旋回回回ををを行行行ううう時時時ににに
ははは必必必ずずず減減減速速速すすするるる

• 急急急停停停止止止ややや急急急発発発進進進をををしししななないいいこここととと。。。
• 後後後退退退かかかららら前前前進進進全全全速速速へへへののの切切切りりり替替替えええははは、、、必必必ずずず一一一旦旦旦
完完完全全全ににに停停停止止止しししててて行行行ううう。。。

注注注 アタッチメントのアダプタがトラクションユニットのアダ
プタに引っかかってしまった時は、バールやドライバー
などをスロットに差し込んで外してください図 16。
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図図図 16

1. スロット

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

運運運転転転終終終了了了後後後ののの安安安全全全確確確認認認
• 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エンジ
ンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に停
止したのを確認する。

• 火災防止のため、マルファーやエンジンの周囲に
ほこりなどが溜まらないようにしてください。オイル
や燃料がこぼれた場合はふき取ってください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 格納保管中やトレーラで輸送中は、燃料バルブを
閉じておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• マシン各部が良好な状態にあり、ボルトナット類が
十分にしまっているか常に点検してください。

• 摩耗、破損したり読めなくなったステッカーは交換
してください。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、本機を牽引して移動することができま
す。ただし、通常の移動にはこの方法を使わないでく
ださい。

重重重要要要駆駆駆動動動シシシススステテテムムムががが損損損傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががあああるるるたたためめめ、、、マママシシシ
ンンンををを1.6 km/hよよよりりり速速速くくく牽牽牽引引引しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。マママシシシンンンををを
50 メメメーーートトトルルル以以以上上上移移移動動動すすするるる必必必要要要がががあああるるる場場場合合合ははは、、、トトトラララッッッククク
まままたたたはははトトトレレレーーーラララーーーででで輸輸輸送送送しししてててくくくだだださささいいい。。。牽牽牽引引引速速速度度度ががが速速速
すすすぎぎぎるるるとととタタタイイイヤヤヤがががロロロッッックククしししままますすす。。。こここのののよよようううななな場場場合合合ははは、、、油油油
圧圧圧回回回路路路ががが落落落ちちち着着着くくくまままででで少少少ししし待待待ちちち、、、速速速度度度ををを下下下げげげててて牽牽牽引引引
しししてててくくくだだださささいいい。。。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• マシンをトレーラやトラックに積み込む際には、マシ
ンと同じ幅のある歩み板を使用してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。
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保保保守守守
注注注 配線図や油圧回路図はオンラインで入手可能ですwww.Toro.com。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 調整、清掃、修理、車両を離れる前に以下を行っ
てください

– 平らな場所に駐車する。

– スロットルスイッチを低速アイドル位置にセットす
る。

– アタッチメントを降下させる。

– 走行ペダルがニュートラルになっていることを
確認する。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

– すべての動作が停止するのを待つ。

– 保守作業は、各部が十分冷えてから行って
ください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 必要に応じ、ジャッキスタンドなどで機体を確実
に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合があります。取り外しには十分注意
してください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 8 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用するごとまたは毎日

• インタロックシステムを点検する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• タイヤ空気圧を点検する。
• 油圧ラインとホースの点検
• 油圧オイルの量を点検する。

使用後毎回 • マシンを清掃して点検する。

25運転時間ごと • ケーブルの接続とバッテリー液の量を点検する。

100運転時間ごと

• マシンのグリスアップを行ってください。
• エンジンオイルとフィルターを交換する。 (非常に汚れていたり埃っぽい環境では
より頻繁に行います)。

• 点火プラグを交換する。
• ホイールナットのトルク締めを行う。

200運転時間ごと
• エアクリーナの整備を行います（ほこりのひどい場所で使用する場合は整備間隔を
短くしてください）。

• エアフィルタの交換

500運転時間ごと

• 燃料フィルタを清掃する。
• カーボンキャニスターフィルターを交換する。
• オイルクーラを清掃します。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。 サービスについては、
Toro認定販売店にお問い合わせください。

800運転時間ごと

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合や代替品のオイルを使用したことが
ある場合には、油圧オイルフィルタを交換してください。

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合、代替品のオイルを使用した場合に
は、油圧オイルフィルタを交換してください。

• 燃焼室の炭素を除去する。 サービスについては、Toro認定販売店にお問い合わせく
ださい。

• エンジンバルブを調整し、ヘッドボルトの増し締めを行う。 サービスについては、Toro
認定販売店にお問い合わせください。

• 燃料タンクを空にして内部を清掃する。

1000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルフィルタを交換してください。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

1500運転時間ごと
• 可動部ホースを交換する。
• インタロックスイッチ（ニュートラルスイッチと座席スイッチ）を交換する。

2000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルを交換してください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

ハンドルの動作を点検する。

燃料残量を確認する。

エンジンオイルの量を点検す
る。

エアフィルタを点検する。

エンジンの冷却フィンを清掃
する。

エンジンからの異常音がない
か点検する。

運転操作時に異常音がない
か点検する。

油圧オイルの量を点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作を確認する。

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

要注意個所の記録

点検担当者名

内容 日付 記事
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整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業
注注注前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつででで
もももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、
キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

重重重要要要 カカカバババーーーにににつつついいいててていいいるるるボボボルルルトトトナナナッッットトト類類類ははは、、、カカカバババーーーををを
外外外しししてててももも、、、カカカバババーーーかかかららら外外外れれれままませせせんんん。。。全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを
数数数回回回転転転ずずずつつつゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーががが外外外れれれかかかけけけたたた状状状態態態にににししし、、、そそそ
れれれかかかららら、、、全全全部部部のののボボボルルルトトト類類類ををを完完完全全全にににゆゆゆるるるめめめてててカカカバババーーーををを外外外
すすすよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。こここのののよよようううにににすすすれれればばば、、、誤誤誤っっってててリリリテテテーーー
ナナナかかからららボボボルルルトトトををを外外外しししてててしししまままうううここことととがががああありりりままませせせんんん。。。

マママシシシンンンををを持持持ちちち上上上げげげるるる

警警警告告告
マママシシシンンン式式式ややや油油油圧圧圧式式式のののジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれるるるととと重重重大大大ななな
人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるる。。。

マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずずジジジャャャッッッキキキスススタタタ
ンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

ジャッキアップ箇所は以下の通りです

• 左右の後ホイールモータの下のフレーム部分図
17。

g002718

図図図 17

1. 車体後部のジャッキアップポイント

• 前前輪の後ろのフレームの下部分図 18。

g002719

図図図 18

1. 車体前部のジャッキアップポイント
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潤潤潤滑滑滑

グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

グリースフィッティングににNo. 2リチウムグリースを
塗布する。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスニップルを
きれいに拭く

2. グリスガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 以下のベアリングとブッシュのグリスアップを行っ
てください

• 1 フロントホイールベアリング図 19。

g002714

図図図 19

• 1 トラクションペダルピボットベアリング図 20。

g002715

図図図 20

• 5 リアヒッチベアリング図 21。

g002716

図図図 21
表示されている左側と中央のグリースフィッティング

• 1 ステアリングピボットベアリング図 22。

注注注 ステアリングピボットのフラッシュフィッティ
ングには、グリースガンノズルアダプタが必要
です。パーツ番号は P/N 107-1998。ご注文
は Toro 代理店へ。

g007452

図図図 22

• 1 ステアリングシリンダーロッドエンドベアリン
グ - モデル08705のみ (図 23)。
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g002717

図図図 23

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めて
行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの仕仕仕様様様
以下の条件を満たす高品質なエンジンオイルを使用
してください

API 規規規格格格SJ またはそれ以上
オオオイイイルルルののの粘粘粘度度度 SAE 304°C 以上

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回運
転の前に必ずエンジンオイルの量を確認してください。

注注注 エンジンが冷えている状態で点検してください。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ががが少少少なななすすすぎぎぎてててももも多多多すすすぎぎぎてててももも、、、エエエンンンジジジンンンををを
破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

1. マシンを平らな場所に駐車し、駐車ブレーキをか
け、エンジンを切り、キーを取り外し、すべて
の可動部品が停止するのを待ってから運転席を
離れること。

2. 運転席を前に倒す。
3. エンジン内部に異物が入らないように、オイル

キャップやディップスティックの周囲をきれいに
する図 24。

4. ディップスティック図 24を抜き取り、ウェスでき
れいに拭う。

g002702

図図図 24

1. ディップスティック 2. 補給口キャップ
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5. ディップスティックを、チューブの根元までもう一
度しっかりと差し込む。首から引き抜いて油量を
点検する。オイルレベルが低い場合は、バル
ブカバーからフィラーキャップを外し、ディップス
ティックのFullマーク (図 25) まで指定のオイル
を補充する。

重重重要要要 オオオイイイルルルレレレベベベルルルがががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上上上限限限ととと
下下下限限限のののマママーーークククののの間間間ににになななるるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。オオオイイイ
ルルル過過過多多多やややオオオイイイルルル不不不足足足のののままままままででで運運運転転転すすするるるとととエエエンンンジジジンンン
ををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

g351424

図図図 25

6. ディップスティックをしっかり差し込んで終了

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンのののクククララランンンクククケケケーーースススををを適適適切切切ににに密密密閉閉閉すすするるる
にににははは、、、デデディィィッッップププススステテティィィッッックククをををチチチュュューーーブブブににに完完完全全全ににに差差差ししし
込込込むむむ必必必要要要がががああありりりままますすす。。。差差差ししし込込込みみみががが不不不十十十分分分でででクククララランンン
クククケケケーーースススががが完完完全全全ににに密密密閉閉閉ささされれれななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを損損損
傷傷傷すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

7. 運転席を戻す。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交
換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと (非常に汚れていたり埃っ

ぽい環境ではより頻繁に行います)。
クククララランンンクククケケケーーースススオオオイイイルルル容容容量量量フィルター込みで約1.66L。
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ドレンプラグ図 26を外してオイルを容器に受け
る。オイルが抜けたらドレンプラグを取り付ける。

g002720

図図図 26

1. ドレンプラグ 2. オイルフィルタ

3. オイルフィルタ図 26を外す。
4. 新しいフィルタのガスケットに薄くエンジンオイル

を塗る。

5. ガスケットがフィルターアダプターに接触するまで
フィルターを手でねじ込み、さらに1/2回転から
3/4回転締める。
重重重要要要 フフフィィィルルルタタタををを締締締めめめつつつけけけすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししててて
くくくだだださささいいい。。。

6. 指定されたオイルをクランクケースに補充しま
す。 エンジンオイルの仕様 (ページ 24)を参照
してください。

7. 抜き取ったオイルは適切に処分する。

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと
• エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点
検してください。破損しているものは交換してくださ
い。吸気部全体について、リーク、破損、ホース
のゆるみなどを点検してください。

• 早めに整備を行っても意味がありません。むしろ
フィルタを外したときにエンジン内部に異物を入れ
てしまう危険が大きくなります。

• エアクリーナ本体とカバーが正しく、しっかりと密着
しているのを確認してください。
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エエエアアアフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと
1. エアクリーナのカバーをボディーに固定している

ラッチを外す図 27。

g002721

図図図 27

1. ラッチ 3. エアフィルタ

2. ダストキャップ 4. 異物逃がしポート

2. ボディーからカバーを外す。

3. フィルタを外す前に、低圧のエア2.8kg/cm2、
異物を含まない乾燥した空気で、1次フィルタの
外側とキャニスタとの間に溜まっている大きなゴ
ミを取り除く。

重重重要要要高高高圧圧圧のののエエエアアアははは使使使用用用しししななないいいこここととと。。。異異異物物物がががフフフィィィ
ルルルタタタををを通通通っっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ吹吹吹ききき込込込まままれれれるるる恐恐恐れれれがががあああ
るるる。。。こここのののエエエアアア洗洗洗浄浄浄ににによよよりりり、、、1次次次フフフィィィルルルタタタををを外外外しししたたた時時時
にににホホホコココリリリががが舞舞舞いいい上上上がががっっってててエエエンンンジジジンンン部部部へへへ入入入りりり込込込むむむののの
ををを防防防止止止すすするるるここことととがががででできききるるる。。。

4. フィルタを取り外して交換する。

注注注 新しいフィルタに傷がついていないかを点検
する。特にフィルタとボディーの密着部に注意
する。破損しているフ ィルタは使用しない。フィ
ルタをボディー内部にしっかり取り付ける。エレ
メントの外側のリムをしっかり押さえて確実にボ
ディーに密着させる。フィルタの真ん中の柔らか
い部分を持たないこと。

注注注 エレメントを洗って再使用しないこと。洗浄に
よってフィルタの濾紙を破損させる恐れがある。

5. カバーについている異物逃がしポートを清掃す
る。

6. カバーについているゴム製のアウトレットバルブを
外し、内部を清掃して元通りに取り付ける。

7. アウトレットバルブが下向き後ろから見たとき、
時計の5時と7時の間になるようにカバーを取り
付ける。

8. ラッチをしっかりと掛ける。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

タイプ Champion RC14YCまたは同等品

エアギャップ0.76mm

注注注 スパークプラグは通常は長持ちしますが、エンジン
が不調のときは必ず取り外して点検してください。

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異物が落
ちないように各プラグの周囲をきれいに清掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダヘッドか
らプラグを外す。

3. 中央と側部の電極、および碍子の状態を点検
し、破損していないことを確認する。

重重重要要要汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる点点点火火火プププラララグググははは
交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。電電電極極極ををを紙紙紙やややすすすりりりででで磨磨磨いいいたたたりりり、、、
削削削っっったたたりりり、、、ワワワイイイヤヤヤーーーブブブラララシシシででで清清清掃掃掃しししたたたりりりしししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。粒粒粒子子子がががプププラララグググかかかららら剥剥剥がががれれれてててシシシリリリンンンダダダーーー内内内
ににに落落落ちちち、、、エエエンンンジジジンンンををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

4. エアギャップを 0.76mm に調整する図 28を参
照。正しく調整された点火プラグをガスケットシー
ルと共にエンジンに取りつけ、23N·m 2.3kg.m =
200in-lbにトルク締めする。トルクレンチがない場
合は十分に締めつける。

g002724

図図図 28
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと

燃料ラインの途中にインラインフィルタが装着されてい
ます。交換が必要になったら、以下の手順で行います

1. 燃料バルブを閉じ、フィルタのキャブレタ側につ
いているホースクランプをゆるめ、燃料ラインから
フィルタを外す図 29。

g002729

図図図 29

1. 燃料フィルタ 2. ホースクランプ

2. フィルタの下に廃油受けを用意し、もう一方の
ホースクランプをゆるめてフィルタを取り外す。

3. 新しいフィルタを取り付けるフィルタ表示されてい
る矢印が燃料タンクと逆方向を向くようにキャブ
レターに向くように取り付ける。

4. ホースクランプを燃料ラインの端までずらす。

5. 新しいフィルタをホースに差し込み、クランプで
固定する。

注注注 フィルタに付いている矢印がキャブレターに向
くように取り付けること。

カカカーーーボボボンンンキキキャャャニニニスススタタターーーフフフィィィルルル
タタターーーののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと
1. 右後輪を地面から持ち上げ、ジャッキスタンドで

マシンを支える。

2. ホイールハブに固定している ホイールナット4個
を取り外し、ホイールをマシンから取り外す (図
30)。

g273203

図図図 30

1. スタッドホイールハブ 3. ホイール・ナット
2. タイヤとホイール

3. ホイールシュラウドをマシンのフレームに固定し
ているフランジキャップスクリュー (1/4 x 5/8”) 4
本を取り外す図 31。

g273204

図図図 31

1. フランジキャップスクリュー
(1/4 x 5/8”)

2. ホイールシュラウド

4. コンソールの下側の内側の端に手を伸ばして、
カーボンキャニスターフィルターを後方に引き、
カーボンキャニスターの端にあるホースを外す
(図 32)。
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図図図 32

1. コンソール 3. ホース

2. カーボンキャニスターフィル
ター

4. カーボンキャニスタ

5. 新しいカーボンキャニスターフィルターをカーボン
キャニスターの端にあるホースに挿入する (図
32)。

6. ホイールシュラウドの穴をマシンのフレーム (図
31) に合わせ、手順3で取り外したフランジキャッ
プスクリュー (1/4 x 5/8”) 4本を使ってシュラウドを
フレームに固定する。

7. 手順2で取り外したホイールナット4個を使って、
タイヤとホイールをホイールハブ (図 30)のスタッ
ドに取り付け、ナットを手締めする。

8. ジャッキスタンドを外し、マシンを地面に下ろす。

9. ホイールナットを締める。 ホイールナットのトルク
締めを行う (ページ 29)を参照方。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続
を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

救救救援援援バババッッッテテテリリリーーーににによよよるるるエエエンンンジジジ
ンンンののの始始始動動動
マシンをジャンプスタートする必要がある場合は、バッ
テリーのプラス端子 (図 33)の代わりに、代替のプラス
端子 (スターターソレノイドにあります) を使用できます。

g002735

図図図 33

1. 救援用プラス端子
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ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
ヒューズブロック図 34は座席の下にあります(1)。

g002736

図図図 34

1. ヒューズブロック

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保守守守
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと

バッテリーの電解液レベルを適切に保ち、バッテリーの
上部を綺麗に保ってください。マシンを極端に高い温度
の場所に保管すると、低い温度の場所に保管した場合
よりもバッテリーの消耗が早くなります。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸したブ
ラシで定期的に清掃してください清掃後は表面を水で流
して下さい清掃中はセルキャップを外さないでください

バッテリーのケーブルは接触不良にならぬよう端子に
しっかりと固定してください

端子が腐食した場合は ケーブルを外しマイナスケーブ
ルから先に外すこと、クランプと端子とを別々に磨い
てください磨き終わったらケーブルをバッテリーに接続
しプラスケーブルから先に接続すること、端子にはワ
セリンを塗布してください

• 電解液の量は25運転時間ごとに点検します格納中
は30日ごとに点検します

• 各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を
適正レベルまで補給してください。水を補給すると
きは上限を超えないように注意してください。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

ご使用前にタイヤ空気圧を点検してください図 35。適
正範囲は前後輪とも

• トレッドタイヤ 0.7bar 0.7kg/cm2 = 10psiです

注注注排土板作業で接地力を高めたい時には、空気
圧を 0.55bar 0.56kg/cm2 = 8psiまで下げる。

• スムースタイヤ0.550.7bar 0.560.7kg/cm2 = 810psi

g002706

図図図 35

1. 空気バルブ 2. ラグナット

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめ
ををを行行行ううう
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

ラグナットを 95122N·m9.712.5kg.m = 7090ft-lbにト
ルク締めする。
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移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整

最最最高高高速速速度度度ががが出出出せせせるるるよよようううににに調調調整整整すすするるる

出荷時には、前進後退方向ともに最高速度で走行で
きるように調整してありますが、速度を遅くしたい場合
や、ペダルを一杯に踏み込んでいるのにポンプのスト
ロークが最大位置まで来ない場合には、調整を行っ
てください。

最大速度が出せるように調整が必要かを判断するに
は、まず走行ペダルを踏み込んでみてください。ポンプ
のレバーがフルストローク位置に来る前にペダルがス
トップ 図 36に当たる場合は、調整が必要です。

g002732

図図図 36

1. ペダルストップ

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ペダルストップを固定しているナットをゆるめる。

3. ペダルストップを締め込んで、走行ペダルから
離す。

4. 走行ペダルを軽く踏み込みながら調整を続け、ペ
ダルのロッドがストップにちょうど当たった時また
は両者のすき間が 2.5mm になったときにポンプ
が最大ストロークとなるようにする。

5. ナットを締めつける。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ををを下下下げげげるるる調調調整整整
1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車

ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. ペダルストップを固定しているナットをゆるめる。

3. 希望の走行速度まで、ペダルストップの位置を
高くする。

4. ペダルストップを固定しているナットを締め付け
る。

制制制御御御系系系統統統ののの整整整備備備

昇昇昇降降降レレレバババーーーののの調調調整整整
昇降レバー図 38をディテントくぼみにセットしても「フ
ロート」状態地表面の凹凸に沿って動くにならない場合
には、ディテントプレートを調整します。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛け、車輪に輪止めを掛ける。

2. コントロールパネルをフレームに固定しているねじ
4本を外す図 37。

g002733

図図図 37

1. コントロールパネル

2. ねじ

3. ディテントプレートフェンダとフレームに固定してい
る2本のボルトをゆるめる。

g002734

図図図 38

1. ディテントプレート 2. 取り付けボルト
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警警警告告告
デデディィィテテテンンントトトプププレレレーーートトトののの調調調整整整はははエエエンンンジジジンンンををを作作作動動動さささ
せせせててて行行行ううう必必必要要要がががあああるるる。。。可可可動動動部部部ややや高高高温温温部部部ににに触触触
れれれるるるととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。

手手手、、、足足足、、、顔顔顔、、、そそそののの他他他ののの体体体ののの部部部分分分ををを回回回転転転すすす
るるる部部部品品品、、、マママフフフラララーーー、、、そそそののの他他他ののの高高高温温温ののの表表表面面面かかか
ららら遠遠遠ざざざけけけてててくくくだだださささいいい。。。

4. エンジンを掛けてください。

5. エンジンが作動し、リフトレバーがフロート位置に
ある状態で、昇降シリンダーが手で伸縮できるま
でデテントプレートをスライドさせます。。

6. 両方のねじを締めて調整を固定する。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門
医の治療を受けてください。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害に経験
のある施設で数時間以内に外科手術を受ける必要
があります。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が高
圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけな
いでください。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使用する
こと。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放すること。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日
油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。異常を
発見したら必ず運転を行う前に修理してください。

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイル溜めに高品質の油圧オイルを満たして出荷
しています。初めての運転の前に必ず油量を確認し、
その後は毎日点検してください 油圧オイルの量を点検
する (ページ 32)を参照。
交交交換換換用用用ののの推推推奨奨奨油油油圧圧圧オオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluid19 リットル缶または208 リットル缶。
注注注推奨オイルを使用するとオイルやフィルタ交換の回
数を減らすことができます。

使使使用用用可可可能能能ななな他他他のののオオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluidが入手できない場合は、以下に挙げる
特性条件および産業規格を満たす石油系の油圧オイ
ルを使用することができます。合成オイルは使用しな
いでください。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作
動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-48
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高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧
作作作動動動液液液, ISO VG 46 (cont'd.)

粘性インデックス ASTM D2270 140 以上

流動点 ASTM D97 -37°C–45°C

産業規格 Eaton Vickers 694 (I-286-S,
M-2950-S/35VQ25 or

M-2952-S)

注注注多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro代理店へ。

重重重要要要 トトトロロロ・・・プププレレレミミミアアアムムム合合合成成成生生生分分分解解解油油油圧圧圧作作作動動動液液液ははは、、、トトトロロロ
社社社がががこここののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用ししし
ててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな
温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱
物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性
ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるる
たたためめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええ
ててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、
モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは 208 リリリッッットトトルルル
缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日 エンジンを初めて

始動する際、およびその後は毎日作
動油レベルを確認すること。

リザーバーには推奨の油圧作動油が工場で充填され
ています。油圧作動油が冷えているときに、その点
検を行う。

1. 全部の油圧アタッチメントを一番上の位置まで
上昇させる。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

3. 異物をタンクに入れないよう、油圧オイルタンク
のキャップ取り付け部周辺をウェスできれいに拭
く図 39。

g002704

図図図 39

1. 油圧オイルタンクのキャップ

4. タンクからキャップを取る。

5. 補給口の首からディップスティックを抜き、ウ ェス
できれいに拭う。

6. ディップスティックをフィラーネックに挿入し、取り
外して液面レベルをチェックする(図 40)。
リザーバーに油圧作動油が適切に充填されると、
ディップスティックの上限マークと下限マークの間
絞られた部分に油圧液面が見えるはずです。

重重重要要要液液液面面面ががが上上上限限限マママーーークククととと下下下限限限マママーーークククののの間間間ででであああれれれ
ばばば、、、液液液ののの追追追加加加ははは不不不要要要ででですすす。。。
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g035109

図図図 40

1. 上限 2. 下限

7. 液面が低すぎる場合は、液面がディップスティッ
クの絞られた部分に達するまで、指定された油圧
作動油をリザーバーにゆっくりと追加します。

重重重要要要 シシシススステテテムムムののの汚汚汚染染染ををを防防防ぐぐぐたたためめめににに、、、油油油圧圧圧作作作動動動油油油
タタタンンンクククををを開開開けけけるるる前前前にににそそそののの表表表面面面をををきききれれれいいいにににしししてててくくくだだださささ
いいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーースススやややロロローーートトトなななどどどももも汚汚汚れれれがががななな
いいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 タタタンンンクククににに作作作動動動油油油ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

8. タンクにキャップを取り付ける。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用ののの

場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交
換してください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイルルル
ををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合ややや代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用ししし
たたたここことととがががあああるるる場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交
換してください。

1. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止させ、駐車
ブレーキを掛けてキーを抜き取る。

2. センターシュラウドを機体に止め付けているねじ2
本を外してシュラウドを機体から取り外す図 41。

g002727

図図図 41

1. センターシュラウド

3. 交換用フィルターのシーリング ガスケットをきれい
な作動油で潤滑する。

4. マシンの左側にある油圧フィルターの下にドレ
ンパンを置く (図 42)。

g339957

図図図 42

1. 油圧フィルタ

5. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐう。
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注注注古いフィルタを外す前に、交換用の新しいフィ
ルタをすぐに手に取れる状態にする。

6. 油圧フィルターをフィルターヘッドから取り外す。
7. 新しい油圧フィルタ (図 42) を、ガスケットがフィ

ルターアダプターに接触するまで手でねじ込み、
さらにフィルターを3/4回転締める。

8. 作動油のレベルを確認し、必要に応じて指定され
た作動油を補充してください。油圧オイルの量
を点検する (ページ 32)

9. 中央シュラウドを取り付ける。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 2000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用

ののの場場場合合合には、油圧オイルを交換して
ください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用
しししたたた場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交換して
ください。

タタタンンンククク容容容量量量 26.5 リットル

交換用フィルターはToro純正品を使ってください。お使
いのマシンの部品カタログを参照してください。

1. 油圧タンクからキャップを取り外す (図 43)。

g273325

図図図 43

1. キャップ 3. 油圧オイルタンク
2. ポンプ 4. 廃作動油容器 - 30 L以上

2. 油圧タンクから作動油をポンプで送る図 43。
3. 指定された作動油を、レベルがディップスティック

の絞られた部分に達するまで油圧オイルタンクに
充填する。油圧オイルの量を点検する (ページ
32)を参照してください。

重重重要要要 タタタンンンクククににに作作作動動動油油油ををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

4. エンジンを始動する。エンジンを通常に回転さ
せ、昇降シリンダの動作と車輪の前進後退走行
動作を確認する。

5. エンジンを停止し、タンク内の作動油レベルを確
認し、必要に応じて液体を補充する。

6. 液漏れがないか点検する。
オイルが漏れている場合はすべて修正する。

7. 中央シュラウドを取り付ける。
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洗洗洗浄浄浄

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用後毎回
1. 過度の水圧によってシールやベアリングが汚染さ

れ、損傷を受けないように、ノズルのない庭用
ホースでマシンを徹底的に洗浄する。

冷却フィンや吸気口の周辺にほこりがたまらな
いようにしてください。

重重重要要要 オオオイイイルルルクククーーーラララををを水水水ででで清清清掃掃掃すすするるるととと、、、さささびびびががが発発発
生生生しししたたたりりり、、、各各各部部部ののの破破破損損損ががが早早早くくく進進進むむむ恐恐恐れれれがががああありりり、、、
ほほほこここりりりががが固固固くくくこここびびびりりりつつつくくくのののででで避避避けけけてててくくくだだださささいいい オオオイイイルルル
クククーーーラララををを清清清掃掃掃すすするるる (ペペペーーージジジ 35)ををを参参参照照照。。。

2. マシンの作動油の漏れ、損傷、または油圧部品
および機械部品の摩耗がないか検査する。

オオオイイイルルルクククーーーラララををを清清清掃掃掃すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと
1. 下のシールドを外す図 44。

g339970

図図図 44

1. シールド 2. オイルクーラ

2. 圧縮空気を使って、ファンの周囲についているご
みやほこりを、裏側から吹いて除去する図 44。

3. シールドを取り付ける。

保保保管管管

マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう
1. 車体、アタッチメント、エンジンをていねいに洗
浄する。

2. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、エン
ジンを停止し、キーを抜き取り、可動部が完全に
停止したのを確認する。

3. タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検す
る (ページ 29)を参照。

4. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

5. グリス注入部やピボット部全部をグリスアップす
る グリスアップを行う (ページ 23)を参照。

6. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルとフィルタの交換を行う エンジンオ

イルとフィルタの交換 (ページ 25)を参照。
2. エンジンを始動し、約2分間のアイドル運転を
行う。

3. エンジンを切り、キーを抜き、すべての動きが停
止するまで待ってから運転席を離れること。

4. エアクリーナアセンブリを十分にきれいに清掃・整
備する エアクリーナの整備 (ページ 25)を参照。

5. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
性のマスキングテープでふさぐ。

6. オイルタンクと燃料タンクのふたが確実に締まっ
ているのを確認する。
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バババッッッテテテリリリーーーののの準準準備備備
1. バッテリー端子からケーブルを外す。

2. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重曹水
とブラシで洗浄する。

3. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X: P/N 505-47を薄く塗る。

4. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに24時
間かけてゆっくりと充電してください。

注注注完全に充電されたバッテリーの比重は1.250で
す。

注注注温度が高いとバッテリーは早く放電しますので、涼
しい場所を選んで保管してください。バッテリーを凍結
させないためには、完全充電しておくことが大切です。

36
 



メメメモモモ

 



メメメモモモ

 



カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

警警警告告告ガンおよび先天性障害の恐れ—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへhttps://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか
Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toroがこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。
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